   教育･研究活動報告書

大学院工学府学務委員会委員長　殿

主指導教員　　　　　　　　　　㊞

博士後期課程学生の教育・研究活動について下記のとおり報告します。

記

	所属
	専攻

博士後期課程
	学生番号
	
	氏名
	

	期　間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　　日

	教育・研究活動の内容

	（当該年度の活動内容）

□　論文・学会発表

□　共通科目または専門科目より合計４単位以上修得

□　学外研修/特別演習の実施
□　インターンシップ

□　プロジェクト研究の実施

□　中間発表会の実施


	

	（その他：博士学位論文の指導に関する特記事項等があれば記入。）　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　




※当該年度の活動内容については□欄にレを入れる。

※当該年度の3月末日（秋季入学者にあっては9月末日）までに作成の上、大学院工学府学務委員会委員長へ提出。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年２月１７日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学務委員会決定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成２０年５月２０日
「教育・研究活動報告書」の取り扱いについて

中期計画に掲げる、博士後期課程学生の指導強化、指導教員グループの充実を図るため、「教育・研究活動報告書」を作成することとし、当分の間、以下のとおり取り扱うこととする。

１　主指導教員は、博士後期課程学生の１年間における、教育・研究活動の終了時（毎

年ではない。）に、「教育・研究活動報告書」を作成するものとする。

２　提出時期は３月末日（春季入学者）又は９月末日（秋季入学者）とする。

３　原則として８月、２月の大学院学務委員会（「以下、委員会という。」）開催時に委員長は提出について周知を図るとともに、大学院係は各委員宛、通知する。

４　各委員は、指導教員から提出された報告書を、大学院係へ提出する。

５　委員長は提出された書類及び提出状況について確認を行い、４月又は１０月の委員会において報告するものとする。

６　「教育・研究活動報告書」の内容は公開しないこととし、委員会報告後は大学院係で保管するものとする。

付　記

この取り扱いは、平成１８年４月から実施する。
付　記

この取り扱いは、平成２０年５月２０日から実施する。

